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「あたりまえ」の行動は変わる
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男性の非喫煙率の変化

田口祐子「主体性を持った公務員を増やすためのトランジション・マネジメントの検討：日本で発生したトランジ
ション事例を応用して」明治大学専門職大学院ガバナンス研究科リサーチペーパーより
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携帯電話と公衆電話
携帯電話の普及と公衆電話の衰退
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(Geels and Schot 2007)

マルチレベルの視点
(Multi-level perspective: MLP)
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世界・日本の
なかで対象地域が
置かれる環境

対象地域の
社会システム

対象地域の
人々の行動

制約

制約

影響

影響

「あたりまえ」の
行動を規定
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変化しづらい社会システム

6

短期的視点・目前の
問題解決では
現状追認になりやすい
自己強化メカニズム

例）自動車依存
⇒ 渋滞
⇒ 車線拡幅・駐車場整備
⇒ 自動車依存の拡大
⇒ 渋滞
⇒ （・・・無限ループ）

制約

制約

影響

影響

世界・日本の
なかで対象地域が
置かれる環境

対象地域の
社会システム

対象地域の
人々の行動
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社会システムが変化しないと…

危機的な
崩壊

2024 20XX

現在
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なぜ容易に解決しないのか?
Why such issues cannot be resolved?

(Geels and Schot 2007)

世界・日本の
なかで対象地域が
置かれる環境

対象地域の
社会システム

対象地域の
人々の行動

制約

制約

影響

影響

例）気候変動・人口減少

わたしたち…

法規制、慣習、
インフラ…
≒「あたりまえ」

社会システムの入れ替え
＝トランジションが必要！
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「トランジション」の必要性
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時間

望ましい
持続可能な社会

現状

気候変動
（異常気象）

化石燃料高騰高齢化

組織

制度

慣習

従来の
選択・
行動

自動運転

インフラ

20XX年に
最適な
選択・
行動

生態系

2024 20XX

組織

制度

慣習

インフラ
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「脱炭素」はまさにトランジション

時間

脱炭素社会
産業革命後の
化石燃料社会

組織

制度

慣習

化石燃料
を前提とした

選択・
行動

インフラ

脱炭素
社会の
選択・
行動

2021 2050

組織

制度

慣習

インフラ

CO2(GHGs) 異常気象 CO2(GHGs) 異常気象
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トランジション・マネジメント

• オランダ発祥の概念
– 2001年の環境基本計画(NMP4)で導入

 計画年次を従来の4年間から2030年目標に大転換

– エラスムス大学トランジション研究所（ロッテルダム）で研究と実践

• 社会システムの構造変革を「適切にマネジメント（操縦）」

• 関係者の合意形成ではなく、先駆者（フロントランナー）の
挑戦的な取り組み（実証）で、社会の変革を促進
– 持続可能な未来社会で当然の活動を見せる実証実験で制度、

人々の考え方を徐々に変革

• 望ましい未来像からの逆算で、未来社会を体現する
挑戦的取り組みを特定
– 単に「やりたいこと」「おもしろいこと」だけではない！
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5. Emissions, energy and 
mobility: Transition to a 
sustainable energy economy

2. Seven major environmental 
problems: The situation in 2030

6. Biodiversity and natural 
resources: Transition to 
sustainable use

7. Environment, Nature and 
Agriculture: Transition to 
sustainable agriculture
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トランジション・マネジメント

• トランジションを意図的に
加速する取り組み

• 「未来のあたりまえ」を
いまから拡散

3) トランジション
実験：
フロントランナー
が実践を通じてシ
ステムの変革を
促す

1) 持続可
能な未来ビ
ジョンを描く

すでに未来を体現し
ている人々

持続可能な未来で
は「ふつう」の人々
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既往の活動との関係

• トランジション・マネジメントのための「新しい」活動を始
めなくても大丈夫。

• 既存の活動がトランジション・持続可能な未来に
つながることを確認する、すこし調整する（してもらう）。

• 拡大波及を意識する。

3) トランジション
実験：
フロントランナー
が実践を通じて
システムの
変革を促す

すでに未来を体現し
ている人々
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トランジションを加速するトランジション・
マネジメント

Transition management for accelerating transition
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最適化

実験・実証

社会システム
systems

いま 未来手前に
引き寄せる

実践
practices
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オランダ・ロッテルダムの事例

フィッツフロンダー

自転車用インフラ
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オランダ・ロッテルダムの事例
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Nature Positiveとトランジション
検討事項(1)

• 生物多様性の低下はい
かにレジームに影響す
るのか？

• レジームは生物多様性
の低下をいかにもたらし
ているのか？

• トランジションを要求する
喫緊性・危機感はあるの
か？

生態系

社会経済
システム
（レジーム）
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Nature Positiveとトランジション
検討事項(2)

• フロントランナーは誰か？何か？

• Incumbentsは誰か？

• 拡大波及（フォロワー獲得）をい
かに実現するか？

フロント
ランナー

Nature 
Positive

すでにNature 
Positiveを体現・実

践している人々

Nature 
Positive
社会のあた

りまえ
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